
2月定例会一般質問

地
区
公
民
館
を
拠
点
と
し
た

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
に
つ
い
て

イ
ン
フ
ラ
整
備
と
し
て
大
切
な
幹
線
道
路
、

一
級
河
川
の
整
備
に
つ
い
て

町
会
単
位
を
基
本
と
す
る
自
主
防
災
組
織
の
活
動

の
拠
点
を
指
定
避
難
所
エ
リ
ア
と
す
る
こ
と
で
、

「
避
難
所
運
営
は
避
難
者
自
身
が
行
う
」と
の
基
本
に
の
っ

と
っ
た
指
定
避
難
所
ご
と
の
運
営
主
体
の
明
確
化
と
、
指

定
避
難
所
を
拠
点
と
し
た
自
主
防
災
活
動
の
活
性
化
に
つ

な
げ
ら
れ
る
も
の
と
考
え
る
が
い
か
が
か
、
伺
い
た
い
。

市
長

自
主
防
災
組
織
の
活
動
拠
点
を
地
区
公
民
館
な
ど

の
指
定
避
難
所
エ
リ
ア
に
置
く
こ
と
は
、
町
会
単
独
で
の

運
営
に
苦
慮
す
る
町
会
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
と
と
も

に
、
地
区
防
災
計
画
と
し
て
の
体
制
整
備
の
推
進
や
、
地

区
全
体
と
し
て
の
防
災
活
動
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
各
指
定
避
難
所
の
エ
リ
ア

内
に
あ
る
自
主
防
災
組
織
が
防
災
訓
練
や
防
災
講
話
を
合

同
で
実
施
す
る
な
ど
、
地
域
防
災
力
の
向
上
に
資
す
る
連

携
に
つ
い
て
提
案
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

主
要
地
方
道
佐
野
田
沼
線
、
浅
沼
町
か
ら
吉
水
町
、

延
長
３
，２
０
０
ｍ
に
つ
い
て
、
現
況
は
歩
道
が
狭
き
ょ
う

隘あ
い

で
マ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
歩
道
で
あ
る
た
め
に
起
伏
が
多
く

歩
行
者
や
自
転
車
の
通
行
が
危
険
な
状
況
に
あ
る
。
歩
道

の
拡
幅
に
よ
り
安
全
で
安
心
し
て
通
行
で
き
る
歩
道
空
間

の
確
保
に
向
け
て
早
期
の
事
業
化
を
栃
木
県
に
対
し
て
要

望
さ
れ
た
が
、
現
状
と
今
後
の
予
定
を
伺
い
た
い
。

都
市
建
設
部
長

当
該
箇
所
は
車
両
や
歩
行
者
の
交
通
量
が
多
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
歩
道
幅
員
が
狭
い
こ
と
か
ら
、
栃
木
県
と

し
て
も
整
備
が
必
要
と
考
え
て
お
り
、
今
後
は
通
学
路
と

し
て
の
利
用
状
況
や
事
故
発
生
状
況
等
も
見
な
が
ら
、
優

先
的
に
調
査
に
着
手
す
る
区
間
を
検
討
し
て
い
き
た
い
、

と
伺
っ
て
い
ま
す
。
佐
野
市
と
し
て
も
、
本
区
間
に
お
け

る
安
全
な
歩
道
空
間
の
確

保
は
喫
緊
の
課
題
と
捉
え

て
お
り
、
早
期
事
業
化
に

向
け
積
極
的
に
支
援
、
協

力
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

☆�

不
登
校
の
子
ど
も
た
ち

の
多
様
な
学
び
の
場
の

保
障
に
つ
い
て

菅す
が
わ
ら原　

　
達
と
お
る 

議
員

（
公
明
党
議
員
会
）

飯い
い
だ田　

昌ま
さ
ひ
ろ弘 

議
員

（
蒼
生
会〈
現
・
大
樹
会
〉）

　令和５年３月３日（金）、佐野市議会議
員親睦会が日本赤十字社に対し、2023 年
トルコ・シリア地震救援金３０万円を寄附
しました。
　議員親睦会の山菅直己会長と飯田昌弘
副会長より、日本赤十字社栃木県支部佐野市
地区長である金子裕市長に手渡しました。

2023年

トルコ・シリア 地震救援金を寄附しました

議会からこんにちは　2023.5.1パソコン、タブレット、スマートフォンで議会のライブ中継や録画映像をご覧になれます 佐野市議会スマート中継 12


